
 

  

 （2025年７月 16日）

 

７月 16日（水）、今年度２回目となる寄宿舎避難訓練を実施しました。今回は、職員の人数が少ない夜間の火

災を想定した訓練です。事前の学習や点呼練習を重ねて訓練当日を迎えましたが、実際の非常ベルの音を聞くと

不安と緊張から、動きが硬くなってしまうのは大人も舎生も一緒のこと。そのような状況の中、公宅や近隣に居

住する教職員が非常口へ駆けつけ、舎生の避難を学校まで支援してくれました。訓練中には、「お・は・し・も」

（おさない・はしらない・しゃべらない・もどらない）と小声で繰り返しながら落ち着いて行動する舎生の姿も

見られ、日頃の積み重ねがしっかりと身についていることが感じられる場面となりました。 

今回の訓練で学んだことを忘れず、万が一の際にはこの経験を生かして冷静に行動してほしいと思います。 

次回は地震を想定した避難訓練を９月に実施予定です。今後も地域の皆様の御協力の下、全舎生が安全で安心

な寄宿舎生活を送ることができるよう、引き続き避難訓練を重ねていきます。 


